
平成27年度科学技術重要施策アクションプラン
対象施策の特定について（案）

【概要】

平成26年９月19日
内閣府政策統括官

（科学技術・イノベーション担当）

資料１－２

～「科学技術イノベーション総合戦略2014」
第２章の実現に向けて～



Ⅰ.クリーンで経済的な
エネルギーシステムの
実現

○ 「エネルギー基本計
画」の方向性に沿っ
た取組の推進

○ 生産・消費・流通各
段階での技術間連
携

Ⅱ.国際社会の先駆けと
なる健康長寿社会の
実現

○ 「健康・医療戦略推進
本部」との協働

○ 基礎研究と臨床現場
の間の循環の構築

Ⅲ.世界に先駆けた次世代
インフラの構築

○ 融合問題を一体として
解決する「スマートシ
ティ」の実現

○ ソフトも含めたパッケー
ジ展開

Ⅳ.地域資源を活用した
新産業の育成

○ これまで成長分野とみ
なされていなかった分
野（農業）を成長エ
ンジンとして育成

Ⅴ.東日本大震災から
の早期の復興再生

○ 早急な成果を要す
る復興に向け、実現
の早いものに施策を
集中して推進

政 策 課 題

ＳＩＰ施策等を中心とした
課題解決の先導
（府省連携施策）

アクションプラン対象施策
（政策課題関連）

※課題解決を先導：取組の成果の課題全体への波及効果が高い、
または他の関連施策の取組の加速化への促進効果が高いこと

（注） 健康医療分野に関しては、健康・医療戦略推進本部の下で推進する。

アクションプラン対象施策
（分野横断技術）

アクションプラン対象施策
（政策課題関連）

科学技術イノベーション総合戦略2014

平成27年度科学技術重要施策アクションプランの基本方針

分野横断技術による産業競争力の強化
 情報セキュリティ・ビックデータ解析・ロボット・制御システム技術等のＩＣＴ
 デバイス・センサや新たな機能を有する先進材料を開発するためのナノテクノロジー
 地球観測技術や資源循環等の環境技術

新たな先導役を
誘導

SIPSIPを補完し相乗
効果をもたらす

産業競争力の
強化の源泉を
組み込む
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アクションプラン対象施策特定の流れ

6/24 

7月下旬～8月下旬
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7/17

科学技術イノベーション総合戦略2014（閣議決定）

次世代インフラ（効果的効率的な維持管理）
平成２５年７月２６日（シーリング前）

総合科学技術・イノベーション会議
（平成27年度科学技術に関する予算等の資源配分の方針
（平成27年度科学技術重要施策アクションプラン）の策定）

総合科学技術・イノベーション会議
（アクションプラン対象施策の特定）

8月末以降

各省施策のヒアリング及び調整

【各省ヒアリング】
・対象施策数 約１２０
・実施期間 ２週間
・審査員のべ人数 １，３００人

【ヒアリング時指摘事項に対する再評価】
・実施期間 ２週間

次世代インフラ
（効果的効率的な維持管理）
平成２６年８月４日

概算要求

総合科学技術・イノベーション会議有識者議員等によるヒアリング模様
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・ アクションプラン対象施策として提案のあった施策につい
て関連する全ての関係府省、また審査についても、有識
者議員、ＳＩＰプログラムディレクター、複数専門分野の外
部有識者が一堂に会してヒアリングを実施。

・ 施策群の責任府省の特定、重複排除・府省間の事業調
整・役割分担の明確化、社会実装のシナリオ等を議論し、
課題解決に向けた先導方策を検討。

・ 工程表に数値目標等を明確にし、年間のＰＤＣＡサイクル
の着実な実行につなげる。



連携させて先導役を形成
あわせて重複排除・府省間の事業調整・

役割分担の明確化
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Ⅰ．クリーンで経済的な
エネルギーシステムの実現

再生可能エネルギーの
供給拡大

高効率かつクリーンな発電

効率的エネルギー利用

エネルギー変換・貯蔵・輸送

…
高効率化、低コスト化の推進による洋上
風力発電の普及拡大

石炭火力や製鉄所におけるクリーンなエネ
ルギーシステム構築のための二酸化炭素
分離・回収・貯留技術実用化の推進

効率的エネルギー利用に
資する革新的構造材料の
開発及び社会実装並びに
開発手法の刷新

水素社会実現の推進
ＳＩＰ
＜エネルギー
キャリア＞

ＳＩＰ
＜革新的
構造材料＞

エネルギー源・資源の多様化バイオ燃料生産技術の開発によるエネル
ギー源・資源の多様化

政策課題
解決へ貢献

経済産業省

各府省庁の提案施策

環境省

農林水産省

文部科学省

経済産業省

環境省

経済産業省

文部科学省

経済産業省

文部科学省

経済産業省

… …

＜構成要素＞

アクションプラン対象施策 特定に向けた政策誘導（例）



アクションプラン対象施策 特定数と概算要求額

政 策 課 題 名
SIPを中心とした
先導役の施策数

新たな先導役を
誘導する施策数

（Ⅱにおいては健康・医療戦略
推進本部において定めた重点領

域に基づく施策数）

平成27年度概算要求額
（億円）

対象SIP
課題数 連携数 うち要望額

Ⅰ．クリーンで経済的なエネルギーシス
テムの実現 １０ ５ ３５ １５ 1,030 99

Ⅱ．国際社会の先駆けとなる健康長寿
社会の実現 ※ ５０ ９ 1,217 177

Ⅲ．世界に先駆けた次世代インフラの
構築 ３４ ３ １０ ６ 669 266

Ⅳ．地域資源を活用した新産業の育
成 ８ ２ ３ ２ 96 27

Ⅴ．東日本大震災からの早期の復興
再生 ２４ ５ 364 137

合 計 （注） ５０ １０ １０３ ３７ 2,967 543

5※ 健康・医療戦略推進本部が取りまとめた各省連携プロジェクトをアクションプラン対象施策としている。
（注）合計は、再掲分を除いて計上。



アクションプラン対象施策の具体例

第１節 Ⅰ クリーンで経済的なエネルギーシステム の実現
革新的エネルギー変換・貯蔵・輸送技術の高度化（エネルギーキャリア）

クリーンかつ多様なエネルギー源の利用を促進する水素社会を実現するためには、気体である水素を液体化して効率的に
貯蔵・輸送する（エネルギーキャリア）技術や、水素を効率良く安価で製造する技術が必要となる。

ＳＩＰ「エネルギーキャリア」では、水素をアンモニア・有機ハイドライド・液体水素に転換して貯蔵・輸送・利用する技術の開発
に取り組み、水素バリューチェーンの確立を推進する。

これに貢献する取組として、経産省では、バリューチェーン確立後の水素需要増加に対応するため、水素を高効率・低コスト
で製造する技術や、大容量の液体水素を貯蔵・輸送する技術の開発に取り組む。さらに文科省では、水素およびアンモニアの
製造コストを飛躍的に低減する次世代基盤技術の開発を実施し、水素バリューチェーン全体に係るコストの低減に貢献する。

2014 2015 2016 （2020以降）

水素インフラを普
及、整備

中間目標、アウトカム

文科省

経産省

【水素バリューチェーン】

各種システム大型化・実用化の検討
水素の高効率・低コスト製造技術の開発
液体水素の貯蔵・長距離輸送技術の開発

ＳＩＰ
水素バリューチェーンを確立する技術の開発
（水素の転換技術／液体水素の荷役に係る技術／水素燃焼技術／エネルギーキャリアの安全性評価研究）

反応機構の解明にもとづく高効率化革新的触媒による水分解・アンモニア合成の機構解明

移動体用燃料電池

定置用燃料電池

水素燃焼タービン
液体水素

アンモニア

有機ハイドライド

水素や各種キャリアの直接利用により燃焼・発電水素を各種キャリアに転換し、貯蔵、輸送

－

＋

水素 水素

製油所等での改質・ガス化による水素製造

水素
水素

ＳＩＰ「エネルギーキャリア」が技術開発を推進

再生可能エネルギー等からの電気・熱による水素製造

文科省： 水素バリューチェーン全体に係るコストを飛躍的に低減する技術開発に取組みSIPに貢献

経産省： 水素需要の増加に向けた大量供給に係る技術開発によりSIPに貢献

CH3
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